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新校移輔
直後の職
員生徒数
新聞廣告
料調開校式日
決定の経
緯
文部省久保田會計局長殿
かくて前掲の落成報告にもある如く、寄宿舎の竣功を見たのは、翌一一十一一一年一月のことで、一一十一年二月本館
起工以来、殆ど満一一年の歳月を閲して、漸く落成を告げたのである。
而して新校移縛直後の職員は、教諭十人．嘱託教員五人の外、會計主任まで一一十五人となり、開校式の頃は、
第三章新校建築と其後の第五高等中學校
二一四
而して其後の工事の経過に關しては、左の公文を以て知られる。
拝啓陳ハ當校建築モ目今之様子ヲ察スルニエ夫等モ漸ク減少シ顔ル捗ラザル様被察工事掛員一一就キ寄宿舎落成
ノ期ヲ相尋候モ其期日等確信ヲ得ズ殊一一蒲原工事主任ハ目下不在ニテ右落成期日等ヲ承知スルーー由ナク顔ル苦
慮罷在候然ルー一本校ノ位置ダル貴官モ再一一一御巡覗ニテ御承知ノ通り市街ヲ離し軍二大分縣二通ズル國道ノー側
一一賞リ第一生徒ノ下宿スペキ家屋サヘ乏シク爲〆一一當秋已來多クハ遠距離ヲ通學致居候適を近方一一家屋アルモ
自炊ニァラザレパ家屋ヲ貸與セズ其不便不勘只寄宿舎ノ落成ヲ日々相侍居候次第一一有之其情寳二察入候且ッ學
校一般ノ管理上ヨリ老フルモ可成速一一寄宿致サセズテハ賞一一不便一一有之共他落成ヲ急グノ事情ハ殊更一一陳述セ
ザルモ疾ク御承知ノ事ニテ畢寛右様工事ノ緩力一一相成居候ハ種々ノ御都合モ可有之事ト被存候得共前陳生徒ノ
困難卜云上管理上ノ不便ト云上賞一一苦慮致候一一付可相成ハ本年中一一生徒ヲ寄宿セシメ度候間右不得止事情御洞
察可成至急落成候様御配慮ノ程頻リニ希望致候敬具
明治一一十一一年十一月十一一日
平山校長の外、教授（官制改正に依り、従来の教諭は教授となる。）九人、幹事一人、助教授四人、書記一一一人、嘱
託員十人、雇員十一人、雁外國教師一人、合計四十人を算し、生徒は、二十一一年十月一一一十一日調に依れば、豫科
一級十一人、同一一級五十一人、同一一一級一一一十六人、補充一級六十八人、同一一級四十六人、合計一一百十七人、内、熊本
百一一十一人、幅岡一一十六人、佐賀十八人、大分十七人。鹿兒島九人、長崎六人、宮崎京都各一一人、山口・廣島ｂ
愛媛・高知・兵庫・群馬・山形・秋田・石川各一人となってゐる。
然るに、生徒募集に關する一一十一一年七月十九日の新聞廣告料調に依れば、朝野新聞畑汁ｎ打に卵、東京日日
新聞畑汁訓術生卵、時事新報瓶叶一一耐仁卵、郵便報知新聞旭汁五Ｍ値卵、鹿兒島新聞調一」致一耐彫同、輻岡日日新聞
傾一」川剛鮒朧同、鎮西日報胡一」計一一Ｍ俳回、宮崎新報好き引綱化卵、佐賀新聞軌叶倣玄」卵、大分新聞桁徽昧鴫化卵、
九州日日新聞荊剛垳旺個阯計小剛、熊本新聞刊剛ハ苅一胴比叶駆行、小計七十回一一一十九銭五厘、外に海西日報調蜥
脳勵○、總計七十四回一一一十九銭五厘となってゐる。
既にして本校は、明治一一十一一一年十月十日を卜して新校開校式を墨行し、（――高は一一十四年十月、一一一高は一一十一一年
九月夫々學式）爾來十月十日を以て記念日となしてゐるが、當時に糊って調べて見ると、幾度か期日愛更の後や
うやく決定したもののやうである。（尤も、一一十一、一一十一一の雨年とも、十月十日に入學式を行ってゐる。）即ち最
初は、一一十一一一年四月十四日、校長より文部省技師山口半六宛の回答文にもある如く、六月中旬頃にでも暴行した
第三章新校建築と其後の第五高等中學校
、一一一五
第二節新校開校式及び官制の改正等
西邨第五高等中學校長事務取扱
新校開校
式概況
濱尾局長
の着熊
漸
く
十
月
十日と確
定
當校開校式へ大臣及貴官御臨場之儀御差支之旨永井秘書官ヨリ通知有之右ハ幾日カノ延期ナレパ其時期ヲ侍ツ
テ暴行可致候得共目下御見込モ難立趣二付愈来月十日ト確定致候就テハ御臨場ノ有無一一擦り大ィ一一地方ノ民心
一一關係ヲ及ボス事情モ有之侯一一付是非御繰合御臨場之様致度然シ到底六ヶ敷儀候得ハ専門學務局長其他相當官
中出張相成候様致度此段再ピ及開申候也
●
以上を以て老へると、十月十日と確定したのは、九月廿一一日の｝」とで、本省よりは、専門學務局長濱尾新氏臨場
のことと爲し、十月一一日紳戸より乗船、長崎譽學部一覧の上、七日同地護、陸路佐賀を経て高瀬に一泊、九日正
午着熊したのである。而して學校當局は、待ちに待った歴史的の行事であり、準備に忙殺されたことは記録に残
ってゐるが、一例を申せば、招待状用紙を印刷局に注文したのが、九月十日になっても来ないので、電信を以て
照會し、學式の前日には、豫行演習までやると云ふ有様であった。又、長崎嘗學部よりは、本校の開校式とあっ
て、生徒八十人の蓼校があるについても、何かと電報の往復があってゐるのである。
開校式の模様については、十月廿七日の官報第一一千百九十九號教育の欄に褐載せるものを記すこと』したい。
第五高等中學校開校式第五高等中學校ハ熊本縣飽田郡黒髪村ノ新築工事竣功セルヲ以テ本月十日開校式ヲ
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一二七
と照會したのに對し、通牒に接しなかった爲、十九日至急電報を以て『開校式日取ノ件至急御回答ヲ請う」旨秘
書官に催促したのである。然るに秘書官よりは、「開校式ハ愈此際畢行ナルャ否ャ」と更に問合せがあったのは、
學校よりは大臣次官の出張を乞うだのに、その都合がつかない爲であったことは、次の廿二日付次官宛の開申に
此段及開申候也
とあり、いよいよ十月三日と確定されてゐるのは、九月六日付を以て、文部大臣秘書官より、
貴校開校式之儀本月廿八日ヨリ十月五日迄ノ内學行相成度見込一一付云々次官宛御開申之趣有之候虚右ハ十月十
日頃學行ノ事一一相成候ヘハ好都合一一有之候貴校御都合如何一一候哉此段及御打合候也
と云ふ書面の趣に従へることが知られる。然るに校長は、九月十六日、秘書官宛親展の電報を以て、
開校式へ御臨場飛脚船ナレパ十日ハ都合悪シ十三日二廷パスペキャ
依って知られる。
文
部
次
官
辻
新
次
殿
而してそれまでは、大凡の豫定であったのが、．九月十日付文部次官宛の開申に依れば、
當校開校式學行之儀愈來ル十月三日卜確定致候就テハ豫テ内申置候通り大臣閣下是非御臨場相成候様希望致候
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い希望であったのが、文部省に出張中の平山校長からは、五月二十一一日を以て、九月以後に定める旨の電報が来
て居り、八月廿六日付の公文書には、次の如きものがある。
灘テ内申置候富枝開校式ノ儀來ル九月廿七八日ヨリ十月五日迄ノ内日ヲトシテ學行致度見込一一有之就テハ追テ
時日確定ノ上ハ可成早目一一開申可致候得共大臣等御出張ノ準備モ可有卜存候二付豫テ申上候若シ右日限内一一御
出張御繰合悪敷御差支之儀モ有之候ヘハ延期可致候間御報示被下度此段及開申候也
明治一一十三年八月廿八日
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五
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長
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濱尾局長
の演述
憶う一一方今文明ノ域二進ミ祗會ノ生活軍簡ナラス國家ノ機關複雑ニシテ偏狭ナル智識ニ侍り錯綜セル事物ノ關
繋ヲ解知スヘキーーァラサルヲ以テ中等以上一一位セントスル者ハ其業務ノ何タルヲ問ハス普通ノ智穗ヲ要シ凡ソ
倫理國文國史ヨリ數學理科外國語等一一至ルマテ高等ナル普通教育ヲ受ケサルヘカラス然リ而シテ國家ノ機關ハ
各種異類ノ要素ヨリ組織スルヲ以テ其事業ヲ進捗シ分業ノ整治ヲ圖ランーーハ専門教育二頓ラサルヘカラスト雌
モ共根抵ヲ輩固一一シ専門者各自分業ノ間二於テ白ラ一致共通スル所アリテ其作用ヲ圓滑ナラシムルモノハ高等
ナル普通教育二左リトス而シテ中等以上二位シ國家ノ元氣ト爲リ橿要ナル機關ト爲ル者一一シテ肚會二立チ常一一
樅カノ平均ヲ持シ秩序ヲ重ンスルノ観念二厚カラサレハ國家ノ幸輻ヲ進〆安寧ヲ保ツコト難カルヘシ私誉ノ業
務固ヨリ然リ祝ンャ公共ノ業務二於テオャ恭シク性ミル一一今ャ我叡聖文武ナル天皇陛下ノ恩旨一一依り立憲
ノ政鵠ヲ確定シ市町村一一自治ノ制度ヲ頒ダル、一一至レルヲ以テ將來公共ノ業務ハ盆頻繁ナラントス此時二際シ
國家機關ノ組織ヲ完成シ其作用ヲ圓滑ナラシメンニハ殊二中等教育ヲ慎重一一シ公共ノ業務二就カントスルモノ
ヲシテ高等ナル普遍科ヲ修〆智徳ヲ養上中正不偏ノ人士グーフシ〆以テ國家二對シ龍ク其責務ヲ全カラシメサル
ヲ受ヶ智穂ノ修養ヲ完フセシメ其出テ、牡會二立シ一一富リテハ文二理一一普通科ヲ修ムルヲ以テ公私ノ業務二就
クーー適セシメ其進ミテ大學ヌハ高等専門學校等一一入ルー一堂リテハ豫備科ノ根抵既二輩固ナルヲ以テ各般ノ専門
學術ヲ攻究スルーー適セシメサルヘカラス是レ高等中學校ノ施設アル所以一一シテ實二國家ノ教育上緊要ノ事ト爲
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村ヲ養成シテ以テ國家ノ盛意一一答へ有志者ノ望二副ハンコトヲ尚終リニ臨ミ本日臨場諸君特二本校医域内ノ諸
君二一言ヲ呈セント欲スルコトアリ今ャ本校位置ノ中學教育二適シクルコト既一一此ノ如クニシテ営局者ノ考慮
深遠ナルコト亦此ノ如シ然ルー一世上或ハ都會ノ繁盛一一巻懸シ學校ヲ選ムー一方リ此ヲ捨テ彼一一赴ク者ナキニ非ス
誤レリト請うペシ諸君願クハ意ヲ弦二注キ筍モ少年子弟若クハ父兄一一シテ此ノ加キ謬念ヲ抱ク人アラハ懇一一論
告シ來リテ此二學フ者アルモ出テ、彼一一遊フ者ナカラシメ盆我固有ナル淳朴剛毅ノ氣風ヲ篭固ニシテ他日大一一
之ヲ擴張シテ世ノ輕挑浮薄ノ風ヲ矯正スル基礎トナスノ覺悟アランコトヲ柳蕪酔ヲ陳へ本日ノ覗詞トナシ併セ
濱尾専門學務局長の演述
本校ハ明治十九年勅令第九號二依り帝國ヲ五厘一一分劃シ各厘二配當セラレタル高等中學ノーニシテ印チ其第五
厘二賞レルモノナリ今ャ校舎ノ新管其エヲ竣リ本日ヲ以テ開校ノ式ヲ學行スル一一至しり本官乏ヲ文部ノ職一一承
クルヲ以テ此盛典一一列スルヲ得グルハ深ク榮トスル所ナリ価テ中學教育二關シ珊力卑見ヲ陳ヘテ以テ祀僻一一代
夫レ国家ノ事業ハ中等以上一一位スル人士ノ能力一一頼ルコト甚大ニシテ其能否ハ中學教育ノ整否二關係ヲ有スル
コト勘少二非ス是ヲ以テ國家ハ中學教育ノ整備ヲ計り中等以上一一位セントスル者ヲシテ先シ高等ナル普通教育
テ來臨ノ諸賓二謝ス
ヘント０ス
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凡ソ杜會二立チ中等以上一一位スルモノニシテ高等ナル普通教育不充分ナルァレハ普通ノ智穂二乏シキヲ以テ意
想自ラ偏狭二陰り易ク且各種専門ノ事業ニ關シテ其専門者ノ説ク所ヲ充分一一會得シ難キノ艫アリテ知ラス識ラ
ス公盆ヲ砠碍スルノ憂ヲ免力レサラントス登警擢セサルヘヶンヤ又専門教育ヲ受ケグルモノト錐モ豫〆普通教
育ノ基礎確立セサルモノハ識カニ鉄クル所アリテ参案照杢以テ學理ヲ攻究シ咀索翫味以テ實地一一應用スルニ堪
フヘカラサルノミナラス動モスレハ轍チ奇頑偏随ノ癖性ヲ馴致シ己ヲ知リテ他ヲ知ラサルニ至ルヘシ斯ノ加ク
ニシテ已マサレハ肚會ノ事物ハ衲鑿相容レス國家ノ経理上適以テ一一一戸フヘヵラサル弊害ヲ醸成セントスルノ虞ア
リ豈亦警催セサルヘケンャ而シテ能ク杜會ノ偏傾ヲ調護シ各圓滑一一其作用ヲ途ケシムルモノハ高等普通教育ノ
妙用一一措クモ亦良一一所以アルナリ佛國ノ如キハ数多ノ公立中學校ヲ設クルノ外百餘箇ノ官立中學校ヲ置キ之力
爲〆一一國庫ヨリ支出スル年額大約八百八十五萬佛ノ巨額－一達シ普國ノ加キハ中學校費中資金其他ノ收入大約一一
千一一百萬肺ヲ支消スルノ外國庫支辨ノ年額大約四百萬麻ニシテ此他欧洲大陸諸邦ノ如キモ櫛ネ之二準シ各其中
學教育ニカヲ用ユルコト甚大ナリ今ャ宇内一一國ヲ建テ列國卜對時競争センーーハ彼我國民ノ智識一一於テモ驚異ナ
カラコトヲ期シ其根抵クル教育一一意ヲ注力サルヘヵラサルナリ
本邦中學教育ノ施設日尚淺ク而シテ高等中學校ヲ至國五箇所一一配置セラレタル以前一一在リテハ主トシテ大學一一
入ルノ豫修ヲ爲スヘキモノハ東京ニーノ大學豫備門アリシノミ當時地方一一於テ既二中學校ノ設ケァリシト雌モ
慨ネ不完備一一シテ適當ナル豫修ヲ爲ス一一足ラサルヲ以テ其學一一志スモノハ笈ヲ員フテ東京一一腐至シ甚シク都鄙
偏重偏輕ノ弊習ヲ馴致シクリ現一一東京府下一一於テ普通各種ノ教科ヲ授クルモノ七十餘校ニシテ共生徒ノ概数一一
萬八千名ノ多キー一達シ暇リーー其一半ヲ各地方ヨリ来集シタルモノト看撤スモ其概数一萬四千名一一シテ之力爲〆
一一年々各地方ヨリ東京一一輪スル所ノ學資其他ノ金額ハ恐クハ一百萬圓ヲ下ラサルヘシ蓋維新以來天下ノ政蓮所
謂中央集樅一一傾キタルノ除勢クルヘシト雌モ今ャ漸ク地方分椛ヲ講スル｜一際シ高等普通教育ノ加キモ全國二分
配スルヲ要シ一所二礒集セルモノハ數所一一融散シカメテ都鄙ノ平衡ヲ保タサルヘカラス且都會華箸ノ地ハ志想
ノ未夕確定セサル青年子弟ノ勤學一一通セス費川多クシテ室シク當初ノ志ヲ達スルコト龍ハサルモノ亦少カラス
故一一高等中學校ヲ東京ノ外數所二配置セラレグルハ子弟ヲシテ遠ク都會二出テサルモ近ク地方一一在り費用少ク
シテ均シク高等ナル普通教育ヲ受クルノ便ヲ得セシメ兼ネテ時鍵ヲ矯正センコトヲ期スル所以ナリ
尚一ノ注意ヲ要スルモノハ各高等中學校ト帝國大學分科大學トノ關係是ナリ抑各高等中學校卒業生ノ直一一分科
大學二入學スルコトヲ得ヘキ分科大學規程中一一モ明記スル所一一シテ既一一客年始メテ第一一一及第四高等中學校ヨリ
數名ノ入學アリ其入學後ノ成績モ慨シテ劣等ナラス而シテ第一一高等中學校及第五高等中學校即チ本校ニハ本年
始メテ本科二進ミグルモノ数名アリテ今後一一年ヲ經各校倶一一績々卒業生ヲ出スニ至ラハ共志望一一應シ皆均シク
大學二入ルコトヲ得以テ各高等中學校ト大學トノ連絡ヲ完フスル一一玉ルヘシ然ルー一世人或ハ大學一一入ルニハ必
ス第一高等中學校ヲ経由セサルヘヵラスト思惟スルモノアルハ其事實ヲ知ラサルモノ一一シテ謬見一一週キス切一一
望ム大學二入ラント欲スル青年子弟ョ此謬見二窓フコトナク便宜其地方ノ高等中畢校一一於テ高等ナル普通教育
ヲ受ヶ豫修ヲ完フシ其目的ヲ達センコトヲ
又現今地方ノ尋常中學校ハ慨ネ其経費ノ不充分ナルカ爲〆諸般ノ儲備未夕繋ハス其教育モ自ラ完全ナラスシテ
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●
富岡熊本縣知事の祀詞
第五高等中學校建築功ヲ竣へ本日ヲ以テ落成ノ典ヲ暴行セラル予輩亦招待ノ榮ヲ得タリ抑地方官ノ任タルャ教
育二關スルモノ極メテ大ナリ故一一其意ヲ致スモ亦極メテ切ナリ今ヤ此盛典一一與ル感念何ソ極ランヤ
夫利弊相伴上得失相懸ルハ勢ノ免レサル所ナリ唯識者明一一之ヲ辨シ審一一之ヲ鐸上利ヲ牧メテ害一一遠カリ得二就
テ矢ヲ避ク是ヲ以テ成功完フシテ名謹久｜一博フペシ
我邦中古外國一一通シテョリーーー韓惰唐ノ文物舗上入テ我ノ開化ヲ進ム其利盆極メテ多シ然しトモ此利盆一一件フテ
生シタルノ弊害モ蓋亦少ナカラサルヘシ
追思スレハ寛平延喜ノ朝文運旺盛ノ時一一賞リテ菅相公ノ遺誠一一雌學漢土一一一代周孔之聖經革命之國風深可加思慮
也雌論渉究天人共自非和魂漢才不能關共間奥ト云う力如キ以テ當時名分ヲ謬り空理一一階ルノ弊端ヲ見ルヘク又
以テ菅公學術ノ正ト執意ノ誠トヲ知ルヘキナリ維新ノ政廣ク宇内ノ文明ヲ網羅シテ之フー型ノ中二鋳鍔ス就中
教育事業ノ如キ欧米諸國ノ制度ヲ兼探り大小各種ノ學制ヲ設ケラレタリ鳴呼塞二美ニシテ且完シト請うヘシ其
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ンコトヲ期望スル所ナリ絃二此盛典一一方リ恭シク我叡聖文武ナル天皇陛下謎淑慈惠ナル皇后陛下ノ萬歳ヲ
駅シ奉り併セテ本校ノ盆隆昌ナランコトヲ所ル
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其卒業生ハ高等中學校ノ本科一一入學セシムルニ通セサルノ事業アリ然しトモ及ハサルモノハ之ヲ促シ足ラサル
モノハ之ヲ補ヒカメテ高等中學校トノ連絡ヲ完フセシメン爲〆尋常中學校ノ卒業生等ハ試験ヲ須ヒスシテ高等
中學校ノ豫科中相當ノ級二入ラシムト雌モ其數尚未ク多カラス祝ンヤ直二共本科一一入ルモノニ於テハ幾ント稀
ナリ尋常中學校一一シテ尚然リ祝ンャ普通各種ノ教科ヲ授クルモノ一一於テオヤ其不完全ナル推シテ知ルヘキナリ
是ヲ以テ府縣ハ盆尋常中學校整備ヲ圏リ高等中學校トノ連絡ヲ完カラシメ國家ハ愈高等中學校ノ整備ヲ圖リ大
學ト尋常中學校トノ中間一一在テ中等教育ノ完成ヲ圏ラシムルコト今日教育上緊急ノ事ナルヘシ
高等中學校ハ現今專ラ國庫金ヲ以テ之ヲ維持スルコト、ナレリト雛モ設置ノ當初國庫金ト其設置厘域一一鴎スル
各縣ノ地方税ト一一依リテ支辨セシモノナルヲ以テ其際九州ノ各縣ハ本校経費ノ一半ヲ分捲シ共補盆少カラス而
シテ本校ノ位置ヲ熊本一一定メラル、一一賞リテャ當縣知事縣會及有志諸子ハ高等中學校ノ國家教育上緊要ナルヲ
認知シ知事之ヲ主務省一一稟請シ其建築費トシテ縣會ノ議決一一依り地方税ヨリ八寓圓ヲ支出シ細川侯爵ヨリー寓
圓共他ノ有志諸子ヨリー萬圓ヲ寄附シ合セテ十萬圓ヲ以テ一切ノエ費一一充テ以テ此學ヲ賛助セラレクルハ笈一一
教育ノ爲〆一一賀スヘキ所ニシテ本校裁営ノ速一一共工事ヲ竣リ今日ノ盛典ヲ見ルー至リシモノ蓋シ知事始〆此等
賛助者ノ功多キー居ルト謂フヘシ鳴呼九州ノ地クル古來氣魂雄揮有爲ノ人士一一富ミ其出テ、國家ノ爲〆一一偉動
ヲ秦シ大業ヲ成シタルモノ紗カラス抑本校ハ國家ノ元氣ト爲リ榧要ナル機關ト爲リ杜會ノ中等以上一一立チ公私
ノ業務一一就キ又進ミテ大學等一一入り専門ノ學術ヲ攻究セントスル者ヲシテ高等ナル普通教育ヲ受ケシムル所ナ
ルヲ以テ將來盆整備ヲ圏リ智穂ノ修養ヲ完フシテ忠君愛國ノ志ヲ篭クシ國家ノ爲〆一一有爲ノ人物ヲ輩出セシメ
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！
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総代祀詞
嘉悦議長
の覗詞
願う一一本校ノ我熊本一一建設セラル、ャ端緒ヲ明治廿年ニ開ケリ抑本校ノ建築費額豫算ハ金拾萬圓ニシテ内式萬
圓ハ有志者ノ義鴎二出テ除ノ八萬圓ハ之ヲ地方税一一資セントスルノ計聲ナリシ一一本縣會ハ之ヲ可決シクリ爾來
歳月ハ流水ノ加ク事業ハ吾ヲ促シテ休マス四グヒ星霜ヲ閲シ則チ本年八月一一落成ス規模高大結鱗輪奥生徒數百
人ヲ充ツヘシ鳴呼盛ナル哉但之二充ル生徒ノ品格授業ノ如何ハ未灰親ク之ヲ目撃セスト錐モ外二就テ内ヲ椎シ
形ヲ以テ精祁ヲ察スルニ必ス龍ク内外相應シ形祁相適フコトタルハ信シテ疑ハサル所ナリ
若夫然ラス規模如此慶大結構如此輪奥ニシテ所謂内外形榊ノ相齪嬬スルァラハ本縣會カー致之ヲ可決シグル精
榊ノ希望一一幾分ノ不満ヲ抱力シムルノミナラス七縣數百萬ノ輿望ヲ鉋カシムルニ足ラサルモノ有ラン然し共此
レ賞一一相愛一一シテ懇篤ナル管理ト淵椰ナル學識トヲ以テ薫陶埣勵セラル、一一至ラハ校舎ノ堅牢ト共二膳ケス崩
レス龍山ノ箒ノ加クナランコト何ノ疑フカ容レンャ祈怡ノ至り一一堪ヘス護テ蕪辞ヲ陳シテ以テ本日ノ祇詞トス
明治廿一一一年十月十日
熊
本
縣
會
議
長
嘉
悦
信
之
嘉悦熊本縣會議長の覗詞
熊城ノ東龍山ノ下第五高等中學校ノ新築落成ヲ告ク乃チ本日ヲ以テ開校ノ典ヲ墨ケラル予亦其末班一一列スルヲ
得タリ何ノ榮力之一一加ヘンャ
生徒總代木崎虎太氏の祝詞
天皇即位百度更張盛與四方萬國交通文物技藝以造制度憲章着た進歩但格知正修有所未究利用厚生有所未至一一一軍
五共有所未講然不講其理而嘆其不備其將何盆経日而思無盆不如學學手而呼不如登高今國家教育殆遍遇邇唯高
等之學則鮮英是所以有高等中學之設也生等豈可不奉
聖慮鵠當路君子之意乎夫霧島之山
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然リト錐極美ノ左ル所ハ大醜ノ伏スル所ナリ至完ノ存スル所ハ戸痕モ亦之一一蔵ス方今海内幾千高ノ學舍濟々ダ
ル多士量智育ノー黙一一傾キテ穂腱一一青ヲ忽一一スルノ弊風ハ無キ乎欧米ノ事物二模倣スルヲ勉メテ本邦固有ノ眞
美ヲ遺却スルノ随習ハ無キ乎捉室悪魔ノ偏探理論一一眩惑シテ我力大日本帝國ノ宇内一一比類ナキ國鵠ヲ忘失スル
ノ僻見ハ無キ乎故文部大臣森子爵及前同大臣榎本子爵ハ掛捲モ長キ我力天皇陛下ノ大御意ヲ奉鵠シ開物成務
ノ科學ヲ講スルト共一一忠孝倫理ノ教ヲ布キ以テ學徒ヲ道規ノ中一一陶冶シ醜箪ヲ極美中二抜キ癖胎ヲ至完中一一除
カンコトヲ務メラレタリ責一一是中古漢癖ノ前轍ヲ鑿ミ菅公ノ遺誠ヲ紹壁セラレグルモノト謂フモ亦過一一一一［ニアラ
サルヘシ想う一一今大臣ノ方針ト本校長ノ薫陶ト亦必此一一出ラルヘキハ予輩ノ信シテ疑ハサル所ナリ然ラハ則チ
従来ノ憂フヘク慮ルヘキモノハ白ラ消議シテ潤極美至完ノ跡ノミヲ存シ明治維新ノ文運ハ寛平廷喜一一過クルコ
ト其幾層ナラン鳴呼亦説ハシヵラスャ時ハ是秋陽山ヲ染ムルノ候地ハ則錦山肚外ノ勝鳫遠ク望メハ蘇山蒸々ノ
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明治廿三年十月十日
九州各知事總代ｉ 熊本縣知事冨岡敬明
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二部の學
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開校式欝
時の本校
而して開校富時に於ては、本校も既に本科一部ｏ一一部の厘別も立ち、尋常中學校の優等卒業者には、成績に依
り、本科一部一年へ一人、同一一部一年へ一一一人、豫科一級へ十六人、同一一級へ一人、同一一一級へ一一人の無試騎入墨を
許したので、（尤も、翌一一十四年九月には、豫科一級へ一一十六人、同一一級へ十六人、同一一一級へ一一人⑩一一十五年九月に
は、豫科一級へ一一一十六人、同二級へ十七人、一一十六年九月にはＤ豫科一級へ一一十四人、同二級へ一一十八人、同一一一
級へ一人、一一十七年九月には、大學豫科一一一年へ十七人、同一一年へ一一十八人、同一年へ百一一一十一一一人と、夫々無試験
入學を許してゐる。然るに、降って一一一十年四月以後は、設置厘域も撤慶され、一一一十一年には，志願者一一一百人中、及
第者百七十一一一人、一一一十一一年には、志願者一一一百八十人中、及第者一一百一一一人、一一一十一一一年には、志願者五百五十一人中
及第者一言一一十八人と、志願者も年毎に増して来た。）左に第五高等中學校本科學科課程表竝に同豫科及豫科補
充科學科課程表を掲げて置くが、同じく第一同卒業生の中には、豫科三級より五箇年在學した者と、僅に本科一一
箇年に過ぎない者とかあり、後には補充一一級より七箇年の長きに及んだ者とがあったわけである。
第三章新校建築と其後の第五高中等學校
二一一八
榊孫之所降臨博多之脅外慶所倫滅生等素生於斯土而今學於斯校内護
皇基於無窮外輝國威於八表是生等宿昔之志願抑亦一生之本領也夫而後庶幾乎無負斯校也今弦工事全竣大畢開校
之典敢陳鄙意謹祗
明治廿三年十月十日
第五高等中學校生徒総代
第三章新校築建と其後の第五高中等學校
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》鵬蝉雌 顯徴鏡参観財産購入代金交附二十三年度の入學試験と教科書目
旨の通知が來てゐる。
○本課程〈賞分試一一施行スルモノナリ
然るに、同年五月十一・十二の両日、熊本醤學會開會を期として、十一日午前八時より、測候所、顧徴鏡（忘
吾會肚に於て）、薬品標本・人鵠解剖及器械等（春雨篝に於て）、薬學校、私立病院、鎭臺病院等の参観希望者に
は、同會より邇券還付の旨通知があり、顯微鏡参観に至っては、當時の文化を物語るものであらう。因みに同年
六月一一十一一一日以後は▽私立熊本病院より、嘗長白江規矩三郎氏出校、毎週金曜日正午より生徒の診察に賞るべき
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文
部
大
臣
芳
川
顯
正
今、高等中學校官制に就いて二一一一述ぶれば、第一條に、「高等中學校ハ文部大臣ノ管理二闇シ高等ノ普通教育ヲ
授ケ及大學竝高等専門學科ノ學習一一須要ナル豫備ヲ爲サシムル所トス云々」第二條に、「高等中學校ハ法科文科理
科警科工科商科等ノ専門學部ヲ設クルコトヲ得」と定められ、職員に關しては、第一｜一條に、學校長・教授・助教
授・幹事・舎監・書記と定め、從來の教頭を除き、教諭を教授と改め、且、第五催を以て、「教授ハ生徒ノ教授ヲ
掌ルー室を」と示され、第六條には、「幹事ハ専任官ハ各學校一人トス學校長ノ指揮ヲ承ヶ庶務會計ヲ幹理ス」、第
七催には、「舍監ハ専任官ハ各學校一・一人トス墨校長又ハ幹事ノ指揮ヲ承ヶ生徒ノ取締二關スル事ヲ掌ル」と定めら
れ、第九條を以て、教授を一一一十人、助教授を一一人、書記を十人と定め、第十條を以て、専門學部主事を置くこと
シし、第十一條を以て、「文部大臣ハ校務上ノ須要一一依り各學校一一商議委員會ヲ設クルコトァルヘシ其委員ハ文部
大臣一一之ヲ命ス」と規定してあるが、後年（明治一一一十九年）の評議委員會に相賞するものであらう。
而して本校には、明治一一十一一一年度特別會計歳入歳出豫算追加として、資金部より財産購入代金一萬一一千一一一百九
十一一一回四十七銭九厘が交付された。
一一十三年度の入墨試験に關して、九月五日の掲示には、
一習字科（漢）一一ハ筆墨及硯を携フペシ
ー習字科（英）一一ハペン及ピィンキヲ携フペシ
一四一一一
第三章新校建築と其後の第五高中等畢校
而して明治二十三年十月十四日には、勅令を以て、左の如く直轄學校官制の改正が公布せられた。
勅
令
朕文部省直轄諸學校官制ノ改正ヲ裁可シ弦一一之ヲ公布セシム
御名御璽明治一一十三年十月十四日
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の相談倉
商議委員
規程 諮問委員
衛と野村
校長の意
見
第五催商議委員會ハ學校長ヲ以テ會長トシ委員半數已上出席スレハ議事ヲ結了スルコトヲ得
第六條商議委員ハ五ヶ年ヲ以テ任期トス任期満ツルノ後時宜一一依り更二勤績ヲ命スルコトァルヘシ
而して該訓令は、明治三十四年五月一一十一一日、時の文部大臣松田正久氏の名を以て之を慶止せられるまで、十餘
年の間行はれてゐた筈であるけれども、前言の通り、本校に在りては、組織の範園も魔く、従って、協議の事項
も多つたわけである。即ち本枝に於ける商議委員會は二一十年八月の相談會であり、又、その後に於ける協議會
であるので、當時の記録も「相談會議録」と題せられてゐるくらゐである。
明治二十一年の相談會は、十月五日午前九時、本校より、野村校長・西邨教頭・大橋幹事・吉田欝學部長、校
外よりは，黒田鹿兒島縣專常師範學校長兼學務課長外一一十七名出席（熊本高等小學校長坂口元雄の名あるは特例）
の上開會。勢頭、野村校長は参會者の夢を縞ひたる後、木曾を開いたのは、軍ｂ零常中學校に稗盆するのみなら
ず、九州一般の教育上にも鴻盆を起し、國家教育上大いなる影響を來すものと老へる旨を述べ、次いで配布せる
一一一筒條（第一項入墨試業の成績に關するもの、第一一項器械鵠操に關するもの、第一一一項商議委員に關するもの）に
就いて質問應答した後、商議委員を廣く各縣より選學する件に就いては、一人を除く殆ど全数の起立賛成を得て
可決し、相談會を年一同開くの件に就いては、過半数の起立賛成を以て、口頭の約束に止めかして、今後成文と
爲すことに定め、小山健三・藤崎熊雄（熊本縣學務課）の一一名を起草委員に指名することとして、正午閉會。
第一一日は、翌六日午前九時開會、起草原案八項に就いて慎重審議の後修正可決し、七日は日曜日に付休會して、
八日午前九時再開。先日配布せる相談の件に警らんとするに先だち、大橋幹事は、協議會規約は既に議決せられ
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曇に第二章第四節に記した通り、本校に於ては、明治二十年八月、第五厘地方九州各縣の關係者と相談會を開
き、その席上、野村校長は：高等中學校に諮問委員なるものを設くくし、と文部大臣よりの達しがあり、既に他
の高等中學校に於ては、教頭幹事激論等を以て組織せし所も有るが、それでは範園狹く、且、常務を議すろと同
一の状態なので、富枝に於ては、諮問委員を廣く九州各縣より組織して、年一同會合を乞ひ、生徒養成上の得失
を研究し、以て大臣の意に副ひ土いと思ふが、其の可否に就いて御商議を煩したい、尤も其の人員及び會合の都
合等は、口頭にして詳細陳述政きう。」と述べてゐるが、文部省が次の商議委員規程六催の訓令を出したのは、同
一一十一年一一一月二十一一一日のことである。
商
議
委
員
規
程
第一催本校重要ノ事件ヲ商議スル爲〆商議委員ヲ置ク
第二條商議委員ハ三名以上七名以下トシ學校長ノ推薦一一依り文部大臣之ヲ命ス
第三催商議委員ノ會議二附スヘキモノハ學科課程重要ノ諸規則経費ノ豫算共他本校ノ利害ノ蛸長二開スル事
項トス但學校長ノ見込一一依り尚此他ノ事項ヲ會議二附スルコトヲ得’
第四催商議委員會ノ議案ハ學校長之ヲ提出スルモノトス
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に限り、規則に従って賃付けたものである。
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